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「窓ぎわのトットちゃん」から思うこと
佐野市教育センター所長

◇はじめに
「窓ぎわのトットちゃん」映画化の話を聞き、

久しぶりに本を読み返しました。1年生で小学
校になじめず退学になったトットちゃんが、ト
モエ学園で小林宗作校長先生と出会い、自分の
個性や友達との違いを肯定的に受け止め、自分
らしくのびのびと成長していく姿を描いたこの
本を読むと、いつも温かい気持ちになります。
初めて読んだのは高校生の時。教師を志してい
た私は、「君は、本当は、いい子なんだよ。」と
トットちゃんにいつも言ってくれた小林校長先
生みたいな先生になりたいと思いました。今、
改めて読み返してみて、「トットちゃんのような
個性や特性のある子は、今でもどの学校にもい
る。自分は果たして、小林先生のように、その
子の『いい性質』を見つけて伸ばせるような関
わりができているだろうか。」と思いました。

◇多様な教育的ニーズへの対応の重要性と難
しさ
義務教育段階の素直で柔軟な心をもった子供

たちにとって、友達や先生、地域の人など多様
な人々との様々な関わりを通した学びは、精神
的・身体的な能力の可能性を伸ばし、その子の
未来にもつながる大切な経験です。そして、子
供の学びを充実させるためには、障がいのある
なしに関わらず、全ての子供に対する一人一人
の能力や特性に応じた指導・支援を工夫・改善
し、子供が本来もっている力を最大限に発揮で
きるようにすることが重要です。
一方で、多様化する教育的ニーズに対応する

ことは、決して簡単なことではありません。そ
の難しさを感じ、どのように指導し支援したら
よいのか、日々悩みながら子供たちと向き合っ
ている先生方も多いのではないかと思います。

◇特別支援教育推進のキーワード
佐野市教育センターの特別支援教育調査研
究委員会では、令和３～５年度の３年間、「通
常の学級におけるインクルーシブ教育システ
ムの推進」に視点を当てて調査研究を進めてき
ました。この研究を通して、通常の学級におけ
る特別支援教育推進のキーワードが見えてき
ましたので、御紹介します。

詳しい研究内容等につきましては、今後発行
予定の研究紀要をぜひ御覧ください。

◇おわりに
黒柳徹子さんは「あとがき」で、『トットちゃ
んみたいな女の子でも、まわりの大人のやりか
たによって、なんとか、みんなとやっていける
人間になれる』と書いています。前の学校では
落ち着いて学習に向かうことが苦手だったト
ットちゃんは、トモエ学園で様々な個性ある友
達や自分の個性を受け止めてくれる先生方と
過ごした数か月後、机に座って勉強し、友達と
楽しく遠足に行けるようになっていました。約
80 年前のトモエ学園では、前述の①～③の取
組が既に実践されていたのかもしれません。

①合理的配慮
・児童生徒の実態や教育的ニーズに合わ
せた支援

②教育のユニバーサルデザイン
・ユニバーサルデザイン化された授業の
工夫
・安心して生活できる教室環境の整備
・居がいのある温かい学級づくり
③チーム学校
・教職員間の情報共有と連携、研修の充実
・保護者や専門機関との連携
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令和５年度 佐野市教育センター調査研究委員会の研究概要報告

《学習指導調査研究委員会》
研究主題
「主体的・対話的で深い学びを実現するための
1人１台端末の活用について ～今すぐできる！
教師も子供も学びやすくなる端末活用術～」

先行き不透明な予測困難な時代を生きる子供

たちには、自ら課題を見付け、解決し、よりよ

い社会や人生を切り拓いていく力が求められて

います。そのため私たち教師には、学校におけ

る基盤的なツールであるＩＣＴ機器を最大限に

活用しながら、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善を通して、学習指

導要領を着実に実施していく必要があると思い

ます。

１人１台端末が、子供たちの学びの選択肢を

広げ、主体的な学びを実現する手立てとなり得

るため、学校現場では各種研修や授業実践を通

して多くの取組がされています。しかしながら、

１人１台端末の活用場面や活用方法について、

依然として様々な疑問や不安の声があるのも確

かです。「より学習活動を充実させるためには、ど

のような活用法があるのか」、「忙しい中では、な

かなか新しい活用法に取り組むことができな

い」と思っている先生方は、少なくないのでは

ないでしょうか。

そこで本調査研究委員会では、教師が無理な

く、そして子供たちが意欲的に学習に取り組め

るような１人１台端末の活用法を考えることに

しました。様々な活用法について話合いを重ね、

実践し、効果が見られた取組を｢ＧＩＧＡスクー

ルかわら版」で情報発信してきました。

本研究が学習指導要領の着実な実施に向けて

の１人１台端末活用のヒントとなり、ＩＣＴ機

器の活用を通した「主体的・対話的で深い学び」

となる授業改善に役立てていただければ幸いで

す。
学習指導調査研究委員会

委員長

《特別支援教育調査研究委員会》
研究主題
｢通常の学級におけるインクルーシブ教育システ
ムの推進 ～一人一人を大切にし、子供が安心し
て過ごせる学級集団づくりを目指して～」

児童生徒の自立や社会的参加に向け、児童生

徒一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力

を高めていくことができるように生活や学習上

の困難さを改善できる適切な指導や支援を行う

必要があります。

改めて児童生徒の学校生活の様子を振り返る

と、登校から下校するまで多くの活動を行って

いることに気付かされます。学習、当番活動、

係活動、校外学習、部活動、行事への参加など、

それぞれの活動を通して、日々学び、様々な力

を身に付けていきます。しかし、いつもスムー

ズに活動が進んでいくわけではなく、授業中に

どのように活動をしたらよいか分からずに困っ

ている子、自分の気持ちをうまく伝えらずにト

ラブルになり落ち込む子など、学校生活の中で

感じる一人一人の困り感は様々です。

そこで、本調査研究委員会では、通常の学級

におけるインクルーシブ教育システムの推進を

図るために、児童生徒の実態やニーズに合わせ

て、どのような支援ができているのかについて

研究しました。一人一人の児童生徒が安心して

過ごすことができる環境づくりを行うために

は、学級集団の安定が必要だと考えたからです。

学校現場では、児童生徒が抱えている困難さ

の解消を目指して様々な取組が行われています

が、児童生徒一人一人を大切にした支援の仕方

は様々であり、教職員の特別支援教育に関する

専門的な指導方法の向上が求められています。

様々な実践事例を教職員で共有することで、通

常学級におけるインクルーシブ教育システムの

推進につなげられるようにしていきたいと思い

ます。
特別支援教育調査研究委員会

委員長

※ 詳細は、調査研究委員会の研究紀要(第 51号)を御覧ください。
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アクティヴ教室では、「安心して過ごせる居場

所づくり」と、個や集団での学習・体験活動等

を通して「自ら動き出そうとする力や社会的自

立の基礎となる力を身に付けること」を目標と

しています。

その目標に向けて、選択できる学習スペース、

ワークブック・1人 1 台端末・図鑑など自分の

ペース・内容・方法で行う学習タイム、みんな

で話し合い決める共遊の時間、共同制作や調理

実習、農園活動、地域の方や他地区の通級生と

の交流など、心安らぐ環境づくりと多様な活動

の工夫に努めているところです。

今年度は、アクティヴ教室「さの学」に取り

組みました。これまでも地域の方との交流や地

域散策などは行っていましたが、佐野に関する

人・もの・ことに触れ、調べ、体験する「さの

学」として５つのテーマを継続して行うことで

教えてもらうという受け身の学びから、徐々に

クイズを作ったり、質問したりするなど主体的

なものになってきた気がします。「さの学」での

学びが、佐野の子である自分自身を見つめ、自

分を好きになるきっかけになってくれたらと思

っています。

先日行われた「みんなのミーティング」では、

アクティヴ教室や新設されるマイルームをより

良いものにするための提案や意見を自分の経験

を踏まえながら率直に建設的に述べている姿、

頷きながら他の発言を聞いている姿が見られ、

通級生の嬉しい成長を感じました。

現在、アクティヴ教室に通級している児童生

徒は、９～１５歳の２１名(Ｒ６年１月末現在)。

今後も、在籍校の先生方、保護者の皆さんと

連携しながら、通級生が心のエネルギーを貯め

て自信をもって動き出せるよう、

一人一人を大切にした「個」と、

幅広い異年齢の「集団」の両面の

良さを生かした支援に努めていきた

いと思います。

令和５年度「アクティヴ教室」の活動状況

令和６年度から不登校児童生徒の学び場「マイルーム」が開設されます!

不登校児童生徒及び保護者支援のさらなる充

実を図るため、上羽田町にあるアクティヴ教室

に加え、令和６年４月から戸室町のたぬま保育

園北側(現田沼シルバーワークプラザ)に「マイ

ルーム」が新設されます。また、学び場の総称

が「不登校児童生徒支援教室」から「みんなの

まなびば」に変更されます。従って「みんなの

まなびば『アクティヴ』」と「みんなのまなび

ば『マイルーム』」の２カ所となります。

現在、アクティヴ教室では学校と連携しなが

ら登校に不安や悩みのある児童生徒が安心して

過ごせる居場所づくりに努めるとともに、児童

生徒一人一人に応じた多様な学びや体験的活動

相談等を通して社会的自立の基礎となる力を育

めるよう支援をしています。一方で、近年の不

登校児童生徒数の増加に伴い、アクティヴ教室

の通級児童生徒数も年々増加傾向にあります。

また、現在のアクティヴ教室は市の最南部にあ

る教育センター内に設置しているため、特に市

北部地域の保護者の送迎にかかる負担が大きな

課題となっていました。そこで、この課題を解

決するため、市の北部地域に新たな教室を開設

し、不登校児童生徒の学びの機会の保障に努め

ていきます。

４月の開設に向けて児童生徒や保護者等を対

象とした施設の見学会を、３／１９(火)と２５

(月)に、体験会を２３(土)に実施いたします。

、



今年度の教育センターでの相談件数は、１月

末時点で１８５件でした。令和４年度に比べ、

小学生は２７件、中学生は２１件増加となりま

した。不登校児童生徒の数が全国的にも増加し

ていますが、教育センターでも不登校、さらに

はその前兆ともいえる学校生活への不適応や人

間関係の相談が多い状況でした。また、「子供

が学校に行きたくないと言っているが、行かせ

ない方が良いのでしょうか？」と初めに質問す

るケースや、まずは担任の先生など、学校とよ

くお子さんの様子を相談し、学校でできる支援

や家庭でできる支援を試してみては、というケ

ースも増加した印象があります。

子供たちの不調は登校渋りであったり、身体

症状であったり、友達や先生とのトラブルであ

ったり、色々な形で訴えられますが、主訴とし

て前面に出ているものの背景には、安心できな

い環境、学習面のつまずきや失敗体験の積み重

なり、発達段階や発達特性、繊細さ、家族の事

情、生活リズム、サポーターの有無など、様々

な要因が関係しているかもしれません。まずは

お子さんや保護者の方の主訴に寄り添い、支援

することが重要となりますが、お子さんの状況

は一人一人違っているので、様々な情報をもと

にしっかりとアセスメントし、チームで支援を

していくことが大事かと

思います。

教育センターは学校と

連携して、一緒に考え、

支援してまいりますので

今後ともよろしくお願い

いたします。 氷山モデル
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今年度の教育相談状況を振り返って

あとがき 寒さが和らぎ、花の便りも聞かれるようになりました。佐野市教育センターの
本年度の事業も計画どおり終了する運びとなりました。皆様の御理解と御支援に
心から感謝申し上げます。新年度もどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の教育相談内容・相談者数・相談回数について

、


